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厚生労働科学研究における画像の収集および選定について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料３ 

1,209 例 

標準画像として不適切な所見(※)を示すものを外す。 

※胸郭の変形が強い、病変の分布の左右差が強い、 

じん肺以外の病変がある、画質が不良 

① 第 1次症例選択 

(滋賀医科大学) 

379 例 

360 例 

90 例 

84 例 

32 例 

28 例 

② 第 1回判定会議 (複数施設の医師による検討) 

全国 7施設 (岡山労災病院、近畿中央胸部疾患センター、高知大学、

北里大学、福島労災病院、神奈川予防医学協会) において収集 

④ 第 2回判定会議 

⑤ ③で外れた画像の一部を再選択 

⑥ 地方じん肺診査医による読影実験 

⑦ 第 3回判定会議 

・・・本検討会での候補画像 

じん肺として典型的な所見を示す画像を残す。 

胸部 CT写真等と合わせて検討。 

③ 第 2次症例選択 

(滋賀医科大学) 

※平成 19～21 年度厚生労働科学研究「じん肺健康診断におけるエックス線デジタル撮影画像の活
用に関する研究」(主任研究者 村田喜代史) 総合研究報告書、平成 22年度厚生労働科学研究「じ
ん肺健康診断等におけるデジタル画像の標準化ならびにモニター診断および比較読影方法の確立

に関する研究」(主任研究者 村田喜代史) 班会議資料をもとに作成。 


